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秦　　頴
はじめに
　第二次世界大戦後、日本の経済は飛躍的に発展し、世界の経済大国になっ
ていった。このことは世界各国の専門家や学者たちが日本の近代化の特徴を
研究する主な動因になった。そうした中、日本の著名な思想史学者の安丸良
夫は次のように主張した。「江戸中、後期には、民衆が勤勉、節約、謙譲、孝行、
忍耐、正直、献身などの通俗道徳を実現する過程で噴出させた巨大な力こそ、
日本近代化の原動力なのである」。二宮尊徳の報徳思想は「至誠、勤労、分度、
推譲」論、「道徳一元」論、「天道人道」論、またその哲学基礎になっていた「一
円融合」論からなっている。その思想の中心は江戸中、後期に提唱された道
徳修養の要求とまったく同じで、明治以来の日本政府が工夫を凝らして、二
宮尊徳を道徳の手本に移し替えた。すなわち、二宮尊徳の作り上げた報徳思
想及び報徳運動は日本の近代化の成功できた精神的源泉である。
　したがって、日本の近代化の過程では、二宮尊徳の報徳思想が巨大な役割を
果たしたと言っても、過言ではない。現代の日本でも、厳しい道徳危機或い
は社会危機が起こると、政治家も学者も二宮尊徳のこの道徳手本を思い出す。
例えば、1990 年代、日本のバブル崩壊で、経済も不景気となった。当時の自
民党の幹事長が国会で総理大臣に質問した時も、二宮尊徳の「道歌」を引用
した。今でも、日本の経済も実際的にバブルの影響から脱出できず、『文芸春
秋』の 2005 年 1月号には、「出よ、平成の二宮尊徳」という文章が掲載された。
このように、二宮尊徳の報徳思想は時代を超えた論理価値を持っていると見
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られる。
　中日両国の間では、種々の文化交流が盛んに行われてきた。報徳思想そのも
のには中国の儒教の要素が含まれ、中国に伝わってから、違う時期に違う背景、
違う目的、違う規模の研究ブームが起こった。本文では、中国を研究主体と
して、二宮尊徳に対する研究を歴史的に纏めて、その上に、現代中国での二
宮尊徳研究の組織、方法、成果などを考察し、さらに、前向きに報徳思想の
研究を考えてみたい。
1．報徳思想と近代中国
　1590 年、豊臣秀吉は日本全国を統一してから朝鮮国王に「我らは貴国を通り、
山と海を越えて明へと侵攻し、400 州にも及ぶ地域を服属させる」と手紙を書
いた。江戸幕府末期になると、薩摩藩第 11 代藩主島津斉彬も隠さずに「以今
日之形势而言，宜先出師取清之一省，置根据于東亜大陸之上，内以增日本之勢，
外以昭勇武于宇内」と語った。明治維新の前まで、日本歴代の朝野人士は中
国の東北を侵略する野心を持っていたが、日本社会はまだ状勢が動揺して不
安定である上に、軍事実力も中国にはまだ敵わないために、侵略戦争を起こ
せなかった。1868 年、明治維新後、天皇の名義で発表された『宸翰』には、「古
列祖の尽させ給ひし蹤を践み」、「万里の波涛を開拓し、国威を四方に宣布し、
天下を富岳の安きに置かんことを欲す」と書いてあった。即ち、武力で隣国
と世界を征服しようとし、日本に一番近い朝鮮と中国、特に中国東北地方を
日本侵略拡張の主な目標にした。
　1931 年の「九一八事変」の後、日本は中国の東北地方を全部占領し、国際
的な非難を避けるため、清の廃帝愛新覚羅溥儀を利用して、中国東北で傀儡
政府である偽「満洲国」を設立した。中国東北地方を最終的な侵略目標にす
るために、日本は満州を開発する名義で「国策移民」活動を展開し、20 年以
内に日本から中国東北に 100 万戸、500 万人を移民させるという計画を立てた。
1936 年 4月に、日本関東軍は長春で移民会議を開き、「満洲農業移民 100 万戸
移住計画案」を作成し、1944 年 9 月までに、中国東北各地に在住する日本人
移民（開拓団を含む）は 1,662,234 人に達した。
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　報徳思想が作られて以来、二宮尊徳の高弟達は思想の意義を、皆自分なり
に解読した。その中では、最も影響深いものは福住正兄が書いた『二宮翁夜話』
である。彼は解読を通して、報徳思想の真髄は神道を中心にすると総括した。
これを厳しく批判した大日本報徳社第 2代の社長岡田良一郎も明治維新後に
「国体尊厳を明確にするのは報徳の責任」だと語った。すると、副社長の佐々
井信太郎は頻繁に大日本報徳社の雑誌に投書し、報徳思想が戦時条件にいかに
適合するかを論じた。彼は「報徳愛育を以て、天壌無窮の皇運を扶翼し奉る
ことを根本精神とし、国家の企画に基づいて、公益一途分度生活を営むを原
則とすべきは明瞭であるが、それを如何にして方法化するか、ここに指導内
容と指導機関とが考慮せられなければならぬ。報徳生活様式に於いては、勤労、
分度、推譲の基本様式と、急施、復興、開発、永安の実施様式と、之を実現
する機構組織によって、島国の大道と宇宙の大法たる一円融和生生発展の道
が報徳精神を以て一貫して実現せられる」と主張した。この時期の報徳思想
の特色は報徳思想が主張した「一円融合」「分度」「推譲」などで、農村復興
を実施し、昭和初期の国家経済を振興すると同時に、報徳思想に「皇国の道」
という絶対付加価値をつけ、当時の政府に迎合するということにあった。
　1932 年に偽「満州国」が生まれると、大日本報徳社機関誌『大日本報徳』（現
在は『報徳』と改題）は、3月号に「満州の新国家建設は時代の要求である。
これを完成するためには報徳生活様式に限るのである」との論説を掲げ、その
方法の有効性をアピールしようとした。1937年3月には報徳社幹部が関東州庁・
大連市役所・満鉄地方部の共同主催による「国民更生運動講習会」に講師と
して招かれたり、また同年 9月に偽「満州国」大同学院（1）の学生百名が静岡県
の掛川の大日本報徳社を訪れたりした。
　1939 年の春、満州における開拓移民の状況を好転させるため、当時の満州
拓殖会社総裁・坪上貞二は報徳社副社長の佐々井信太郎を派遣することを決
めた。佐々井信太郎は1940年5－6月に1カ月程の現地視察と指導を行ったが、
帰国後、開拓団に報徳思想を導入する必要があると、報徳社の機関誌で強く主
張した。佐々井の連携の下で静岡県土方村の経済復興事業を行った遠山信一郎
は報徳社のリーダー達にも相談し、満州－中国東北行きを決意した。遠山の
（1）	 満州国内では働く現職官吏の再教育を目的とする教育機関。
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満州行きは、1942 年 9 月から 2週間であったが、その間、偽「満州国」政府
各部、興農合作社、満鉄、さらには関東軍や大同学院でも報徳思想に関する
講演を行った。地域的にも、ハルビンにまで足を伸ばすほどの精力振りであっ
た。その上、9月 30 日には、偽「満州国」総理の張景恵にも面会し、「これで
やるのが、満州のために一番良いと思います」と進言した。このような宣伝、
鼓吹により、1942 年 9月から 1944 年 1月まで、大日本報徳社などの団体は複
数回にわたって報徳思想に関する講演会を主催し、偽「満州国」政府から派遣
された人員も参加した。そして、1943 年 5 月 5 日に大連市外夏家川子、1943
年 7 月 21 日に新京（今の長春）で「報徳練成会」を主催した。これらの講演
会、練成会の主催者は異なるものの、講師は全て大日本報徳社に所属しており、
講演の内容も報徳思想の宣伝に集中した。
　当時の日本国内と偽「満州国」の社会状況を考えると、次のように思われる。
中国東北地方を占領した日本側は、報徳思想の宣伝を通じて、「惟神の道」の
普及、宣揚する目的を達し、また、中国東北で殖民統治を行う思想面での影
響を深めたかった。そして、偽「満州国」側でも、「傀儡国家」として日本当
局のやり方に迎合したと考えられる。もちろん、報徳思想、特に報徳実践によっ
て、偽政権の統治になにか教訓が得られると期待していたに違いない。
　中国の東北だけを植民地にすることでは、日本の野望は満足されなかった。
1938 年 11 月に、「第二次近衞声明」が発表され、「東亜新秩序建設」と「中国、
日本、満州三国の善隣友好、共同防共、経済提携」の樹立が呼びかけられた。
1940 年 8 月、近衛首相は、初めて「皇道の大精神に則りまづ日、満、支をそ
の一環とする大東亜共栄圏の確立をはかる」という構想を発表した。この構想
の中の「支」は汪精衛の偽政権を指している。これは日本の援助で 1940-1945
年の間に成立した政治機構で、中国側からは「汪偽政権」と呼ばれた。日本か
ら援助された「汪偽政権」として、政治、軍事の面で日本政府と一致の態度
を取るだけではなく、思想、文化の面までも日本の後につき従っていた。1941
年に太平洋戦争が勃発してから、日本は中国を太平洋戦争を支える基地に仕
立てるため、「以華制華、以戦養戦」の方針を広めて実行させた。一方で、「汪
偽政権」はそれに応じると共に、自分の偽政権を強めようとするため、1941
年 11 月に「新国民運動」を提唱した。
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　その時、『吉田松陰略伝』が中国の上海で出版された。作者の趙如珩は「汪
偽政権」と密な関連をもっていた御用文学者で、「国人は日軍が新しい島を占
領したことに対する感想及び希望、シンガポールは大東亜建設の中心となる
ために陥落した」（『国人对于日军占领新岛后之感想及希望、新加坡陷落为大东
亚建设之枢纽』）という論文集も出版し、日本が建てようとしている「東亜新
秩序建設」の提灯持ちをしていた。『吉田松陰略伝』では、趙如珩は二宮尊徳
に関する内容を特別に一章に纏めて紹介し、二宮尊徳を「日本国民の精神建
設と農村経済の物質建設に従事する」模範として中国人に紹介し、二宮尊徳
こそ中国人の「新国民運動」を実践する手本だとしている。
　これと同時に、1943 年に上海の政治月刊社という出版社によって、中国人
の曹嘩が編纂した『日本人二宮尊徳及びその他』が出版された。実のところ、
この本は日本の作家武者小路実篤の書いた『二宮尊徳』という本の訳本で、ほ
かに『二宮尊徳に関して』、『日本の臣民』など、二宮尊徳を紹介する序文も
付いている。北京日本学研究センターの郭連友教授の研究によると、この『日
本人二宮尊徳及びその他』は以前の『吉田松陰略伝』で二宮尊徳を「新国民運動」
の「模範」としようとする、明らかな政治目的と異なり、比較的に客観的に
二宮尊徳とその報徳思想を評価して、二宮尊徳を全面的に中国に紹介した初
めての書籍である。
2．当代中国の報徳思想研究
　第二次世界大戦後から 20 世紀中期まで、歴史、政治など各方面の原因で、
中国と日本の思想文化交流はあまり行われていなかった。1972 年、中日国交
正常化以来、両国の政治、経済の交流がますます頻繁になると同時に、文化
交流及び中日両国間の学術討議と交流も盛んになった。
　1995 年、北京大学の劉金才博士が書いた『二宮尊徳の「報徳思想」と日本
の近現代化』という論文は藍天出版社の発行した『東方文化』に収録され、二
宮尊徳とその報徳思想を再び中国人、特に中国文化人に紹介した。この論文は、
偽「満州国」時代や「汪儀政権」時代と違い、外来の政治、軍事などの背景
がなく、中国学者がはじめて日本思想史の角度から二宮尊徳と日本近現代の
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関係を述べた、本当の意味の報告書と言える。その後、この論文の内容は日
本の一円融合会で発行された。
　改革開放から 30 年以上が経ち、中国国内経済は著しい発展を遂げ、国民が
安心して生活できる社会へと変貌したことは、全世界に認められている。し
かし、経済社会の発展と人々をとり囲む資源環境との不均衡がますます激し
くなり、生態環境の状況は極端に悪化した。全国土壌の流出面積が 356 万平方
キロメートルに達し、中国の国土面積の 37％も占めている。中国の廃棄物排
出水準は先進国より高く、単位生産高の廃水排出量は先進国より 4倍も高く、
工業汚染の耕地面積が 9000 万畝に達し、耕地面積の 5％を占めている。全国
の 1/5 の都市は空気汚染が強く、都市人口の 3/4 は空気品質不合格の環境で生
活している。それと同時に、市場経済体制に転換する中で、伝統的な道徳と
思想観念が打撃を受けた。人々の道徳性や道徳感の喪失、たとえば、汚職や
贈収賄を行ったり、公共の利益を損ない、私腹を肥やしたり、虚偽を弄したり、
金銭を浪費したりするような不正はいたるところに存在するばかりか、ひどく
なる一方であり、このことについて少しもはばかるところがない。毒粉ミルク、
贋の学歴証書、人の危急を見て救わない病院、人を突き飛ばして逃走する運
転手、倒れた老人を助け起こすべきかどうか、どう助け起こせばいいかなど
までも討論し、目前の緊急性を忘却する事態になっている。
　2003 年 10 月、胡錦濤総書記は第 16期三中全会で「成長は発展の基礎だが、
簡単にそれを発展と同一視してはならない。質量と効果や、経済、政治と文
化の調和発展や、人間と自然の調和などを重視しないと、成長失速、そして、
発展阻害の恐れがある」と指摘した。中共中央は「科学的発展観」という重
大な戦略思想を打ち出した。2006 年、胡錦濤総書記がある会議で「八栄八恥」
を提唱し、全面的に正当な価値観を樹立するための具体的な要求を述べ、物
事の是非、善悪、美と醜悪の限界を明らかにし、望ましい社会風習の形成を
推進した。そして、2011 年 11 月 22 日、胡錦濤総書記は中国文芸連合会、中
国作家協会全国代表大会で、「中華民族の優良文化伝統に従うと同時に、現代
社会の発展に適応する道徳文化を見つけなければならない」と発表した。2011
年は「十二五」規画の一年目で、国務院は社会信用体制規画を制定し、「十二五」
期間に全社会の誠信システムを確立して、政務誠信、商務誠信、社会誠信と
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司法公信建設に力を入れて、誠信を失う行為を厳しく処罰し、社会主義経済、
政治、文化、社会的改革と発展に良好的な道徳保障を提供することを提唱した。
　二宮尊徳の報徳思想の出発点は、人民裕福、社会安定、経済繁栄と国家隆
盛の道を求めることにある。人々は自分から行動し、「至誠」の心を持ち、「勤勉」
の徳を立て、「分度」と「推譲」の気風で自己を制して、他人に気を配り、社
会に報いるべきである。これは社会構造が転換する遷移期では、人々の知恵を
啓発し、安定的な調和社会を構築する行動の局面において、現実的な指導意義
を持っている。このため、劉金才教授の論文は具体的な手順を示すものとして、
有志の認知と高評価を得て、すぐ中日両国の学術の世界において二宮尊徳思
想そのものと、その現実的な意義の研究ブームを呼んだ。
（1）組織
　2002 年 6月、第 1回「二宮尊徳国際シンポジウム」が北京大学で開催され、
中国人 41 名と日本人 45 名の合計 86 名の学者が参加した。シンポジウムの主
旨は「報徳思想と中国文化」であり、23 篇の優秀論文をまとめて、2003 年の
春に学苑出版社から出版された。
　このシンポジウムは中国の二宮尊徳思想研究の先駆けとなり、2004 年、第
2回「二宮尊徳国際シンポジウム」が日本の東京で行われ、その主旨は「二宮
尊徳研究の過去と未来」であった。参加者は 243 人に達して、中国からの学者、
専門家も 28人おり、論文の発表もされた。
　第 3回「二宮尊徳国際シンポジウム」が中国の大連民族学院で行われ、その
主旨は「報徳思想と経済倫理」であった。これに遡ること 1年前、国際二宮
尊徳思想学会の強力な支援のもとで、大連民族学院に中国東北二宮尊徳研究
所が設立された。これは中国初の、そして日本本土以外で初めての二宮尊徳
思想の専門研究所である。設立式典では、国際二宮尊徳思想学会からも大勢
の日本人研究者が参加し、学術討論会が開催され、日本報徳博物館からは研
究所に千冊近くの図書の寄付が行われた。その後、中国東北二宮尊徳研究所は、
二宮尊徳思想研究関連のシンポジウムに数多く参加、二宮尊徳に関する文献
も大量に翻訳し、中国に二宮尊徳思想を紹介することを推進している。
　2007 年 3 月には、中国の華東理工大学内に、中国華東二宮尊徳研究所が設
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立され、中国東北の二宮尊徳研究所と南北で呼応することになった。そして
2008 年 11 月、華東理工大学で「報徳思想と調和社会」を主旨とする第 4回「二
宮尊徳国際シンポジウム」が催された。
　2010 年 8月、日本の京都で第 5回「二宮尊徳国際シンポジウム」が開催され、
中日の専門家と学者が素晴らしい発表をした。史学の角度から二宮尊徳報徳
思想についての考察、分析、対比研究があり、現世界の現実主義の角度から、
深く検討する研究もあった。
　偽「満州国」時代と「汪偽政権」時代には、二宮尊徳報徳思想の宣伝と実践
があったとしても、本当の厳格的かつ科学的な学術研究がなかったと言えよ
う。まして、そのような時代では、政治、軍事などが優先し、中国国内の二宮
尊徳報徳思想の宣伝が植民的な色彩を帯びたのは避けられなかったので、内
容が偏ったり、二宮尊徳のイメージを歪めたりするようなことがあった。現在、
中国国内の二宮尊徳研究ブームは、学術の角度から、厳格な科学研究態度に
基づき、二宮尊徳の本来の姿を回復させており、それが社会現実の切実な要
求でもあった。
（2）方法
（i）歴史学、社会学の角度から二宮尊徳及びその報徳思想について研究して、
まとめる。即ち各角度からその人生について分析し、検討する。
　現在の中国の学者はまず、歴史学、社会学などの多角度から二宮尊徳報徳
思想について科学的な解読、分析と研究を行い、二宮尊徳の正体を明らかに
しようとしている。例えば、『二宮尊徳及びその報徳思想』（劉金才）、『二宮尊
徳思想の非宗教性研究』（周冬梅）、『創業者としての二宮尊徳と御木本幸吉の
生涯――報徳実践を中心として』（秦頴）、『国民印象の変遷とその原因――二
宮尊徳と野口英世』（胡連成）などである。
　また、より多くの中国人に二宮尊徳報徳思想を紹介し、宣伝するために、中
国東北二宮尊徳研究所は『二宮翁夜話』、『二宮語録』などの基礎文献を翻訳し
た。出版された翻訳作品は国内の他学科の専門家と学者が二宮尊徳報徳思想
を研究するための基本的文献となっている。
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（ii）近代化論の角度から二宮尊徳報徳思想が日本近代化の過程で果たした歴
史的役割を研究する。
　二宮尊徳報徳思想の中にある倫理観は日本近現代社会の発展に欠かせない
役割を果たして、松下、トヨタなど、数多くの大手企業の精神文化の一部分
にもなった。だから、現在の中国がどのように日本の成功経験を参考にする
のかは必ず中国の学者の研究対象になると思われる。その方面の論文は以下
のようである。『報徳思想と 21 世紀における人文精神の構築』（劉金才）、『日
系企業経営への二宮尊徳「報徳仕法」の示唆』（金山）、『二宮尊徳の報徳実践
は農民の生活を豊かにする』（王秀文）、『調和社会形成における二宮尊徳思想
の意義と影響について』（喜君）、『二宮尊徳思想と日本式経営――松下と豊田
を例として二宮尊徳思想の影響について』（趙美玲）、『二宮尊徳の報徳理念及
び日本的経営理念への影響について』（趙美玲）、『報徳思想と日本企業の社会
的責任』（劉蓉）、『二宮尊徳報徳思想の日本社会転換時期での意義と役割』（秦
頴、王秀文）、『中国調和社会を建設するに当たり報徳思想から受ける啓発』（孫
莉佳）。
（iii）比較文化の視点から二宮尊徳報徳思想について解析し、その文化源流を
遡る。
　『「語録」、「夜話」に引用された中国古典文献の調査分析』（王秀文）、『報徳
思想と調和社会――儒教の「和合」思想との関係』（洪偉民）、『二宮尊徳「分
度」倫理の社会文化基礎』（秦頴）、『明の「処世訓」が示した「中国式報徳思想」
――菜根譚を中心に』（伊頴）、『二宮尊徳と大原幽学得倫理思想との比較』（姚
奇志）、『東山魁夷の「一枚の葉」と二宮尊徳の「一円融合」論の文化詳細』（秦
頴）など。
　中国の学者は積極的に論文を発表し、お互いに研究成果を交流したり、二宮
尊徳報徳思想を宣伝すると同時に、政府の出資と援助を得るために、二宮尊徳
報徳思想に関係のある研究課題を申請したりした。例えば、『中国社会転換時
期の民族求心力の人物像描写及び作用――日本からの啓示』（秦頴、2006 年 12
月－ 2007 年 12 月、遼寧省社会科学企画基金項目）、『二宮尊徳報徳理念と調和
社会創立の参考研究』（王秀文、2007 年 9 月－ 2008 年 9 月、遼寧省社会科学
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界連合会項目）、『二宮尊徳「報徳思想」及び科学発展観の実行可能への啓示』（秦
頴、2009 年 1月－ 11 月、遼寧省教育庁高等学校科学研究項目）、『大連地区の「三
農」問題対策への思考――日本二宮尊徳報徳思想からの啓示』（孫莉佳、2009
年 6 月－ 2010 年 5 月、大連市社会科学院研究項目）など 4つの研究プロジェ
クトが政府からの研究援助を受けた。
3．二宮尊徳報徳思想研究の展望について
　歴史を研究する意義は「古いものを現在に役立てる」ことにあり、外国の
人物、事件を研究する意義は「外国のものを中国に役立てる」ことだと思わ
れる。二宮尊徳報徳思想についての研究は百年余りの歳月を経て、国家の境
界を超え、世の注目を浴びるような成果を収めた。しかし、時代の変遷に従っ
て、二宮尊徳研究も研究方法論と研究視野を変える必要があるようになった。
（1）西洋の産業革命が成功して以来、世界各国が次々に西洋に習って、近代化
改革を始めた。近代化の過程で、主に西洋の発展をモデルにし、西洋の価値
観を統一の価値観にし、一元化の傾向があったので、「国際化」「グローバル化」
と名付けても、実際は違う国、違う文化の特殊性を軽視するばかりであった。
主体性のない外交、経済、文化発展の目標を失った社会は、個人、家庭から、
地域、国家、民族まで、自分の特色をなくすことになり、こうした主体性喪失
はこの世界に存在する意味を失うことになると、人々ははっきりと認識した。
そのため、文化の多元性を強調することが現在の社会文化発展に不可欠であ
るということが共通認識となり、人々は次々と異文化理解、多元文化交流な
どの学術研究を提唱している。このような背景に基づいて、二宮尊徳報徳思
想についての研究は世界の角度と東方文化の研究角度から再分析と再認識す
る必要があるのではないか。
（2）比較文化の視角から二宮尊徳報徳思想を深く研究する必要がある。
　二宮尊徳の思想の核心は「報徳」である。「報徳の人」として、貧富、地位
のいかんによらず、まず高尚な道徳品格を持たなければならない。どのよう
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にして、この品格を養成できるかというと、尊徳は学習から始まると主張し
た。つまり、神、儒、仏から、特に儒学によって身を修め、人格を磨く方法
を学習する。二宮尊徳は幼い時から、儒家の経典である『大学』、『中庸』、『論
語』などを自習して、そこから君子になる基本理念を悟って、自分の道徳観
を形成してきた。二宮尊徳の言論を記録した『二宮尊徳語録』は全部で 471 条
あるが、その中で、中国の古典文献を 10 種あまり渉猟し、引用した語句の頻
度は 129 回以上もあった。特に、『論語』は 47回、『大学』は 7回、『孟子』は
8回も引用された。従って、文化比較の視点から二宮尊徳報徳思想の特質を深
く研究する必要があると思う。この意義からいえば、シンポジウムを行ったり、
論文を発表したりするような方法で二宮尊徳とその報徳思想を取り上げ、もっ
と多くの学術的注目を集め、特に中国国学学者を二宮尊徳関連研究のチーム
に入れるために努力すべきだ。
（3）二宮尊徳文献資料を考証し、研究する上で、二宮尊徳報徳思想と現代社会
の関連性研究を深める。
　現在、中国だけでなく、日本においても、二宮尊徳とその報徳思想といって
も、全然わからない人も少なくないし、特に、若者にはほとんど概念を把握で
きていない。たとえ名前を知った人がいても、それは古い時代の歴史的人物に
過ぎず、もはや研究する必要がないと思われている。それゆえに、二宮尊徳の
報徳思想をいかに現代の意義で解読するのかは、急いで行うべき課題である。
それについて、筆者は研究方法の多元化を主張しようと思う。
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<ABSTRACT>
Actual Condition of Research and Future Perspective on
Ninomiya Sontoku and His Thoughts: In Case of China
Yin QIN
Hōtoku-shisō, thoughts of Ninomiya Sontoku, is consisted of theory 
of “Shisei, Kinrō, Bundo, and Suijō” (devotion, service, status and humility), 
theory of “Tendo and Jindo” (natural phenomenon and path of duty), and 
theory of “Ichien Yūgō” (circulative relation) as a philosophical foundation. 
These theories were one of mental origins of Japan’s modernization and there 
were elements of Confucianism in Hōtoku-shisō. A research on Ninomiya 
Sontoku has been current in China whose date, background, aim, or scale 
of the research was quite different from those of Japan. In this paper we 
summarized historical changes of a research of Ninomiya Sontoku focusing 
on the case of China and examined the shape of the research organization, 
methods, and results. Added to this, we discussed the figure perspective of 
Hōtoku-shisō. 
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